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研究成果の概要（和文）：有限体および p 進体上の簡約群の表現論の自然な拡張として，これ

に付随した対称空間の表現について研究を行った．特に p 進群の場合に，対称空間上の表現が

（相対）尖点表現や二乗可積分表現になるための判定法を，古典的な群の場合と同じような定

式化で与えることに成功した．また部分表現定理の対称空間への拡張も得た．その他有限体の

場合にコホモロジー誘導による対称空間の表現の構成も研究した． 
 
研究成果の概要（英文）：As a natural generalization of the representation theory of reductive 
groups, we studied  representations of symmetric spaces attached to these groups. In the 
case of groups over  p-adic fields, we established criteria for (relatively) cuspidal 
representations and square-integral representations in the form analogous to the group 
case. Moreover we proved the symmetric space version of subrepresentation theorem. In 
the case of groups over finite fields, we studied a construction of cuspidal representations 
on symmetric spaces by cohomological induction. 
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１．研究開始当初の背景 
実数体上の対称空間の表現論は，実リー群の
表現論の自然な拡張として，大きく発展して
きた．それに比べて有限体や，p 進体上の簡

約群に付随した対称空間の表現論は，まだそ
の基礎も完全とは言えない．本研究は，この
状況に切り込んで，これら対称空間の表現論
の確固とした基礎的理論を構築しようとし
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たものである． 
 
２．研究の目的 
本研究課題の目的は，有限体や p-進体の上の
対称空間の表現論に，通常の簡約群の表現論
と同様な枠組みをあたえること，そしてそれ
を対称空間の調和解析に（数論への応用も見
込んで）応用することにある． 
 その内容は，簡約群の尖点的表現の類似で
ある相対尖点的表現の重要性が，部分表現定
理などを通じて重要な役割を果たすことが
わかってきたことを鑑み，相対尖点的表現を
中心にその構造を考察することにある．それ
と同時に，特に p 進体の場合には二乗可積分
表現，緩増加表現などを扱って対称空間の調
和解析を進展させることを目指すことにな
る．また有限体上の対称空間については，古
典的なハリシュチャンドラ流の表現の分類
が成立することを調べる．更には各種の例を
精査することにより，リー群の場合と同じよ
うに，相対尖点的表現の存在条件と，シグマ
分裂極大トーラスとの関連を確立させるこ
とが目標の一つになる． 
 
 
３．研究の方法 
有限体や p 進体上の簡約群の表現論同様，ハ
リシュチャンドラ流の誘導表現およびジャ
ッケ加群が基本的な道具になる．P 進体の場
合は，対称空間の構造論（一般化された分解
定理など）や，相対ジャッケ写像を用いた一
般化された行列成分の漸近挙動の研究が有
効である．有限体の場合は l 進コホモロジー
を用いるドリーニュ−ルスチック理論が有効
と思われるが，まだ十分には活用できていな
い． 
 
４．研究成果 
簡約群の対合シグマに関して対称空間を考
える．加藤（研究代表者）と高野（連携研究
者）は p-進体上の場合に，任意の対称空間の
既約表現（つまり ディスティンギッシュト
な既約表現）に対してシグマ分裂な放物型部
分群とそのレビ部分群の相対尖点的既約表
現の組で，元の表現が放物型部分群からの誘
導に含まれるようなものが取れる，という部
分表現定理を，ジャッケによる群の場合の拡
張として一般の形で確立・発表した．また，
表現が相対尖点的になるかどうかがジャッ
ケ加群の消滅性によってわかるというジャ
ッケの定理，および表現が自乗可積分になる
かどうかがジャッケ加群のエクスポーネン
トを見ることでわかるというキャッセルマ
ンの判定法を，対称空間上の表現の場合に”
相対”ジャッケ加群を用いて自然な形で拡張
した．いずれも”相対”ジャッケ加群（定数項）
の理論を構築したり，対称空間の構造論，特

に分解定理を巧みに用いたりすることによ
り得られるものである． 
 一方有限体上の対称空間の表現に対して
もいくつかの知見を得た．まず坂内・川中・
ソンによる予想を満たす表現の系列の存在
をある種の仮定の下で示すことに成功した．
つまり実リー群の場合と同様に，有限体上の
シグマ分裂極大トーラスの非特異な一次指
標に対して既約ディスティンギッシュト表
現が定まり，その次数が通常の群の場合のマ
クドナルド予想に類似した形で与えられる
というものである．さらにはトーラスが有限
体上ミニソトロピックであるとき，得られた
表現が相対尖点的表現（と呼ぶべきもの）に
なる．この表現の構成にはルスティック誘導
関手を用いる．その意味でここで得られた表
現はドリーニュ・ルスティック表現の対称空
間上の類似物と見なすことが出来る． 
 この他に松木（研究分担者），西山（連携
研究者）は実リー群や実対称空間の表現や関
係する幾何学についての研究を行った． 
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